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下しつつある。さらには大規模商業施設立地法等の緩和やモータリゼーションの進展による商業施設等の郊外化が進み、中心市街地を取り巻く環境は変化している。城下町再生を目的とし、様々な城下町と比較することで土浦市が今後どのような姿である
べきかを提案する。

■富山市と静岡市の都市再生プロジェクト事例

a富山駅付近連続立体交差事業
県都にふさわしい交通拠点の整備や、鉄道によっ
て分断されていた南北市街地の一体化を目的に、
在来線を高架する連続立体交差事業を行ってい
る。整備にあたっては、富山港線の路面電車化や、
新幹線整備に合わせた施工法により、事業のコン
パクト化とコストの縮減を図っている。連続立体
交差事業は図のように、段階的に進めている。

■土浦市の城下町の年代別比較

b 静岡市立美術館整備事業
■静岡市立美術館は、静岡アートギャラリーの機能
を拡充し、より質の高い鑑賞機会や学習機会を提供
できる場として、文化施設や商業・業務機能が集積
する JR 静岡駅前紺屋町地区市街地再開発ビル内に整
備する、都市型の美術館である。館内での活動に加え、
近隣との連携を進めた館外での活動にも積極的に取
り組み、芸術文化が根付いた生活の実現を目指す。

3．土浦市の現状調査及び中心市街地の年代別比較

明治 20 年頃　常磐線敷設前 明治 30 年頃　常磐線敷設後明治 20 昭和 4年頃　戦前

昭和 35 年頃　高度経済成長期前 昭和 50 年頃　高度経済成長期後 現在

a. 土浦駅前地区 ( 市庁舎移転整備 )
土浦駅西口広場に面する再開発ビル ( ウララ ) の大規模商業施設の
撤退跡へ、市庁舎の移転を行うことにより、行政機能としての賑わ
いみ資するとともに、新たな庁舎として市民交流の場を創出する。
b. 土浦駅北再開発地区
土浦駅西口広場に面する土浦駅前北地区において、市街地再開発事
業により新図書館等の都市福利施設や業務施設等の整備を進め、市
民生活環境の向上を図る。
c. モール 505 地区
昭和 60 年にオープンしたショッピングモール 505 の商業施設とし
ての単一機能を見直し、複合機能を有する施設として、新たな施設
計画の検討を進めるなど、機能変更を図る。
d. 大和北地区
大和北地区は低・未利用地が多く、道路等の基盤も整っていない。
地権者の意向を考慮しつつ、優良建築物等整備事業を活用した共同
立替え事業やミニ地区整理事業等の事業の展開を図り、商業機能や
まちなか居住機能等の向上を目指している。
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土浦市の年代別地図を比較した。かつて水路として利用され、城下町としての重要な拠点であった地域は現在埋め立てら
れモール 505 が建設されている。

2.　城下町の分析と都市再生プロジェクト事例

4．設計計画

3Dモデリングによるボリューム検討

■土浦駅周辺の都市再生プロジェクト

町並みのイメージパース

1.　研究の目的と背景
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■容積移転適用
滞在型ホテルの設置による利益によって今回の再開発の資金を調達
する。敷地 Aの滞在型ホテルの客室数を増やすため敷地 Aと敷地 B
において容積移転を適用し、敷地 Aの容積率を 800%、敷地 Bの容
積率を 400%とする。
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①展望台、美術館を高層部に設けることで垂直方向の人
の流れを生む
②地上階からホテルエントランスのある 5階まで屋上庭
園がゆるやかにつなげる
③南がわに 4層分の吹き抜けを設け商業部分への採光を
充実させる

市民ホールを上部に設ける
①構造的な負荷の削減
②市民ホールから商業部分への人の流れができる
③地上のオープンスペースを確保し、公共性を高
める

■コンセプト
「土浦駅から土浦城までの賑わいを生む再開発」
■用途
複合施設 ( 商業施設、滞在型ホテル、美術館、展望台、市民ホール )
■設計趣旨
公共施設や滞在型ホテル、商業施設を複合させることで中心市街地
としての拠点機能を集め、人の賑わいを創出。また、高架道路下に
水辺を復元するとともにモール 505 を取り壊し遊歩道を整備する。
■対象敷地
モール 505 地区全域、大和北地区の 2つの駐車場地
大和北地区：未利用地が多く駐車場が増えつつある
モール 505：建物が老朽化し、人通りのないさびれた空間

■平面計画
①高架道路下に水辺の復元を行い水深は幼児がおぼれない程度の 10cmとする。
②モール 505 を取り壊し、ボードウォークの遊歩道を整備する。
③建物の 2階レベルから遊歩道側にデッキがつながり計画敷地全体の回遊性を高
める。
④遊歩道に対しての通りぬけを意識した建物の配置

敷地A
・敷地面積　2500㎡
・容積率　600％
・建築可能延べ面積　15000㎡

敷地B
・敷地面積　2500㎡
・容積率　600%
・建築可面積　15000㎡

モール505

土浦駅北再開発地区

土浦駅方面

土浦城方面

JR常磐線
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モール 505 大和北地区 ( 敷地 A)

■今後の展望
老朽化したモール 505 地区の整備と大和北地区の２
カ所の敷地において設計提案を行った。今後の展望と
して今回の提案を中心に大和北地区の未利用地の再開
発が進み、かつての城下町土浦の魅力が取り戻される
ことを期待する。

■事例からキーワードの抽出

　　　富山市
インフラに関わる整備
　路面環状線化事業
　立体交差事業

　　　　静岡市
公共施設を複合させた再開発
　　静岡市立美術館

土浦市民ホールの移転
美術館の整備

高架道路沿いのモー
ル 505 地区の整備

設計計画に反映

　　　富山市
インフラに関わる整備
　路面環状線化事業
　立体交差事業

　　　　静岡市
公共施設を複合させた再開発
　　静岡市立美術館

　　　富山市
インフラに関わる整備
　路面環状線化事業
　立体交差事業

　　　　静岡市
公共施設を複合させた再開発
　　静岡市立美術館


